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■回答 

グラフェン 1）は、炭素原子が六角形を平面に並べた炭素一層分の厚みを持つ、2 次元材料です。層状物質

であるグラファイト（黒鉛）の一層分であり、古くから理論的に存在が知られていましたが 1～3）、1 層と

しての存在が熱力学的に不安定とされてきました。4），5） 

 

2004 年に K.Novoselov らが単層としての存在を初めて示し 6）、電気特性を明らかにする中で、高い移動

度を実験的に示しました。さらに、粘着テープを利用してグラファイトから 1 層のグラフェンを引きはが

す簡単な方法でグラフェンを繰り返しつくり、翌年、グラフェンの特異的な量子ホール効果に関する論文

を発表しています。7） 

英マンチェスター大の A.K.Geim、K.Novoselov の両博士には、「二次元物質グラフェンに関する革新的実

験」8）を受賞理由に 2010 年のノーベル物理学賞が与えられました。9） 

 

グラフェンは非常に強くてしなやかで、高い移動度（室温において 100,000 cm2/Vs）、高い電流密度

（109A/cm2）、 

優れた機械特性、高い熱伝導度など、非常に優れた性質を持っています。  

透明で電気をよく通し、常温での電子の移動速度はあらゆる物質の中で最も速く、近年、広いシートを作

る方法も見つかり、携帯端末にも使われているような透明なタッチパネル、太陽電池などへの応用が期待

されています。半導体の性質も持ち、超高速トランジスタへの応用も可能です。 

 

グラフェン図を以下に示します。 

 
名古屋大学 齋藤弥八教授（https://www.surf.ap.pse.nagoya-u.ac.jp/_outofdate/ysaito/gallery/gallery.html）

よりご提供いただきました。 
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